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回
探究的な理科の 学習と学習意欲 （2）

中学校 にお ける 「探究的な理科の 学習」 はい か なる もの か
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ド】　 知的好奇心、探究的な学習、部分的探究学習

1　 目　 的

　 「探究的な理 科 の 学習」は 、 こ れ ま で の 知識

伝達型の 古い 授業ス タイ ル に比 べ
、 知的好奇心

をくす ぐり 、 生徒 の 興味 ・関心 を高め、夢中に

テ
ー

マ に取 り組む 、
い わゆる鹿 毛が 指摘す る没

頭 （エ ン ゲージ メ ン ト） とい う心 理現象（鹿毛

2004 ）
1 ）

に生徒 を向か わせ る こ とが 予想で きる。
「探究的な理科 の 学習」 の こ れ まで の 実践 は 、

こ の こ とを顕著 に 示 し て い る 。
こ れ まで 紹介 さ

れて きた 「探究的な理科 の 学習」は 、 実験 中心

の もの で あっ た 。 こ こで は 、 実験を行 わな い 「探

究的な理 科の 学習」 の 問題 に っ い て述 べ る 。

2　 目木現行 の学習指導要領の 方向性 と課題

　現行の 学習指導要領で は 、
「改訂 の 要点」 の

中で 「こ どもたちが知的好奇心や探究心 を もっ

て 、自然に親 し み 、・…
　　 」 「科学的に探究す

る学習習慣 を
一

層重視 して ・・」 と掲 げ られ 、

探究的な学習を推奨し て い る 。 しか し 、 現実の

教育現場で は 「探究的な学習」 が 実施 され るケ

ース は希で 、「探究的な学習」 が広 く広ま っ て

い な い 現実が あ る 。

　 3　今後の農望　授業で の 展開

　現行学習指導要領が本来求 め て い る子 ども

た ちに培 わせ た い 能力の
一

部 は、本 田由紀が

提起 した 「ポ ス ト近 代型 能力」
2 ）

と名付 け ら

れ た能力に っ なが る と こ ろが ある と思 われる。

　 「ポス ト近 代型能力 」 は 、努力に よ っ て 獲

得で きるもの とは言 い 難 く、テ ス トに よ っ て

測定 され る も の に も馴 染まず 、 個別具体的場

面で 何を し た か に よ っ て の み表 面化す る流動

的な もの で ある。こ の よ うな能力 は 、 知識 ・

理解 をい くら積み 重ねて も培われ る もの で も

な く、子 どもたちが学習事項 とど の よ うに関

わ り、これ まで の 体験か ら ど の よ うな っ な が

りを見つ け、相互 に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図

りな が ら 自ら課題 を見つ け、自ら学び 、 主体
的に判断 し、よ りよ く問題 を解決 し ようとし

て い く、い わ ば 「総合的な学習の 時間」 で 培

うべ き能力 ・資質 と重な る部分が多い
。 理 科

の 学習におい て は、こ の よ うな能力は 、
「探究

的な学習」 を通 して 培われ る こ とが期待 され

る 。
「探究的 な学習」 を成功 させ るた めには、

「子 どもに与えられ た自由度」 が大き な要素
の
一

っ になる。

　学校現場 の 日常 の 授業で 、 どこ ま で も 「自

由度」 を広げる こ とは、不 可 能に近 い
。 時間

の制約、予 算の 制約 、 安全性 の 制約、社会的

要請 （進路は 大丈 夫か ？）等 、 様 々 な制約が

かか っ て しま う。こ の 制約 を無視 して学校の

授業は成立 しない 。

　私は、こ の 制約 の 中で 、 ある程度の 「自由

度」 を存続 させ なが ら 「探究的な学習」 を行

う、「部分的探究学習」
3 ）

を推奨して い る。

　教科書に記載 されて い る学習内容 を 「部分

的な探究学習」 に変える こ とは 、 それ ほ ど難

しく は な い 。こ こ で は、実験以外 の 「探究的

な学習」 に つ い て 述 べ る 。

（1 ）「ア ボガ ドロ の 仮説」を生徒間の 話 し合

　 い で 見つ けさせ る授業。

　
一定の 条件 （気体の 中の 粒子の 数は 、気温

　が
一定で あれば 、 体積 に比例する）か ら仮

　説 を導く学習。

（2 ）溶液が なぜ 濃度
一

定に なる の か を話 し

　合わせ る授業（ブ ラウン運動 との 関連か ら）

（3 ）生物 の 進化 （水中か ら陸上 へ ） の 過程

　で の メ リ ッ トとデ メ リ ッ トに っ い て 話 し合

　わせ る授業
4 　 まとめ

　学校現場で 「探究的な学習」が広 が るた めに

は 、そ の実践者、実践報告の 数が増加 するこ と

で あろ う。
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